

























































































































































































































































































































































































































































































































た の は， 主 に「 の れ ん 」
「テーブルクロス」「カバン」
「小物」である。
日本からの受託のプロセスは，
昆明の染色工場と概ね同様で
ある。
即ち，ぺー族で伝統的に用い
られてきた括りの技法により，
有松絞りのデザインを実現し
ている。
日本からの
技術移転
1980～90年頃，有松から５名
の絞り職人が工場を訪れ，括
り技法を指導するとともに必
要な工具を支給した。
日本との取り引きが始まった
1980年代後半には，日本から
技術者が来訪し，絞り技法を
指導した。
有松からの技術指導はあった
が，独自の技法を生かしたデ
ザインへの変換が行われてい
ることが判明した。
生産受託の
影響
2000年代中頃以降日本からの
発注は減少し，日本からのデ
ザイン指示もなくなり，一定
のコストだけが提示され，そ
のコスト内で可能なデザイン
を中国側から提案するように
なっていった。
イ族が主体の工場であり，
ペー族特有の伝統模様への思
い入れは少なく，日本人の好
みを理解するのも難しかった
ものの，日本との取り引きを
通じて推測することにより，
日本人好みの簡素な図柄を考
案するに至った。
日本からの受託を経て，有松
的なデザインを中国国内向け
の製品に取り入れるように
なった。
周城近郊は元々ペー族が多く，
日本向け生産が激減した現在
は土産物や他国への輸出に力
を入れている。
30
